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タ
ン
ト
会

編

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

第三次産業
45％

陸上貨物
運送事業
31％

建設業
15％

1％交通運輸事業
5％

3％
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第

回

つ
の
観
点
か
ら
考
え
る

高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
の
快
適
な
職
場
づ
く
り

22
第

回

高
齢
労
働
者
と
〝
座
り
す
ぎ
〞

最
終
回

高
齢
労
働
者
の
職
場
環
境
改
善

―
改
善
費
用
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
投
資
―
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※　「職場のあんぜんサイト」http://anzeninfo.mhlw.go.jp/

ケーススタディ

安
全

健
康

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

高
齢
労
働
者
が
安
全
・
健
康
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
や
業
務

上
疾
病
な
ど
の
事
例
を
も
と
に
専
門
家
が
解
説
。
今
回
は
、
石
見
忠
士
先
生
に
、
高

齢
労
働
者
に
と
っ
て
の
快
適
な
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
労
働
者
が
安
全
・
健
康
に
働
き
、
持
っ
て
い
る

能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
職
場
改
善
の
取

組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
「
職
場
の

あ
ん
ぜ
ん
サ
イ
ト
」※
に
よ
る
と
、
そ
の
た
め
に
は
、

加
齢
に
と
も
な
う
身
体
機
能
の
低
下
や
機
械
設
備
・
作

業
環
境
・
作
業
方
法
の
改
善
な
ど
、
安
全
面
か
ら
の
快

適
な
職
場
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
面
）
の
み
な
ら
ず
、
加
齢

に
よ
る
心
理
的
な
変
化
や
若
年
労
働
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
へ
の
配
慮
、
健
康
の
保
持
・
増

進
と
い
っ
た
、
衛
生
面
か
ら
の
対
策
（
ソ
フ
ト
面
）
も

具
体
的
な
職
場
全
体
の
取
組
み
に
役
立
て
る
た
め
の
も

の
で
す
。
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、
管
理
監
督

者
用
の
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
（
事
業
所
用
）」
と
、

一
般
従
業
員
用
の「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
Ⅱ（
従
業
員
用
）」

の
2
種
類
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
す
。
質
問

内
容
（
7
領
域
35
項
目
）
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
同

じ
質
問
項
目
に
よ
り
、
管
理
者
と
従
業
員
の
意
識
の
違

い
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
面
の
課
題
を
把
握
し
職
場
環
境

の
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
快
適
職
場
調
査
（
ソ
フ
ト
面
）」
の
7
領
域
を
順
に

ご
紹
介
し
ま
す
。「
①
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
人
材
育
成
」

に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
こ
の
職
場
で
は
従
業
員
を

育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
」
に
つ

い
て
で
す
。
こ
の
視
点
は
、若
年
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、

必
要
で
す
。

そ
れ
ら
を
考
え
る
と
き
に
、「
快
適
職
場
調
査
（
ソ

フ
ト
面
）」（
図
表
１
）
の
視
点
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー

ル
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
役
に
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
厚

生
労
働
省
委
託
事
業
と
し
て
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

で
長
年
調
査
研
究
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
分
野
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
分
野
の
両
面
か
ら
開
発

さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
で
す
。

「
快
適
職
場
調
査
（
ソ
フ
ト
面
）」
は
、
職
場
の
現
状

を
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
う
え
で
問
題
点
を
発
見
し
、

こ
こ
ろ
の
耳
運
営
事
務
局

事
務
局
長

石い
わ

見み

忠た
だ

士し

第
21
回

7
つ
の
観
点
か
ら
考
え
る

高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
の
快
適
な
職
場
づ
く
り



にで健康安全

職場づくり働ける

会
を
拡
大
し
ま
す
。
近
年
は
労
働
者
も
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
の
あ
り
方
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
自
分
を
活
か
し
成

長
さ
せ
る
こ
と
（
労
働
者
の
自
立
支
援
・
強
化
）
が
で

き
る
組
織
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
②
人
間
関
係
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
上
司
は
部
下
の

状
況
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
か
」
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
視
点
は
、
高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
、
上
司
が
自
分

よ
り
年
下
に
な
り
う
る
状
況
の
な
か
で
、
気
持
ち
の
整

理
を
つ
け
て
関
わ
っ
て
い
く
う
え
で
重
要
で
す
。
企
業

組
織
に
お
い
て
、
タ
テ
、
ヨ
コ
の
職
場
の
人
間
関
係
は
、出典： 働きやすい職場づくりのための「職場のソフト面の快適化のすすめ」（厚生労働省・中央労働災害防止協会）

高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
も
、
安
全
で
健
康
に
、
か
つ
快

適
に
長
く
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
重
要
で
す
。
人

材
育
成
は
企
業
に
と
っ
て
永
続
的
に
取
り
組
む
べ
き
経

営
上
の
基
幹
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
人
材
の
成
長
は

企
業
の
成
長
を
支
え
、
企
業
の
成
長
が
人
材
の
成
長
機

図表1　 働きやすい職場づくりのための快適職場調査（ソフト面）

下記の設問について、該当すると思う個所に○を付けてください。

全
く
あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

あ
て
は
ま
ら
な
い

全
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

領域1　キャリア形成・人材育成
1 意欲を引き出したり、キャリア形成に役立つ教育が行われている。 5 4 3 2 1
2 若いうちから将来の進路を考えて人事管理が行われている。 5 4 3 2 1
3 グループや個人ごとに、教育・訓練の目標が明確にされている。 5 4 3 2 1
4 この職場では、誰でも必要なときに必要な教育・訓練がうけられる。 5 4 3 2 1
5 この職場では、従業員を育てることが大切だと考えられている。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域1 合計　　点÷５＝　　点
領域2　人間関係
6 上司は、仕事に困ったときに頼りになる。 5 4 3 2 1
7 上司は、部下の状況に理解を示してくれる。 5 4 3 2 1
8 上司や同僚と気軽に話ができる。 5 4 3 2 1
9 この職場では、上司と部下が気兼ねのない関係にある。 5 4 3 2 1
10 上司は、仕事がうまく行くように配慮や手助けをしてくれる。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域2合計　　点÷５＝　　点
領域3　仕事の裁量性
11 自分の新しいアイデアで仕事を進めることができる。 5 4 3 2 1
12 仕事の目標を自分で立て、自由裁量で進めることができる。 5 4 3 2 1
13 自分のやり方と責任で仕事ができる。 5 4 3 2 1
14 仕事の計画、決定、進め方を自分で決めることができる。 5 4 3 2 1
15 自分の好きなペースで仕事ができる。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域3合計　　点÷５＝　　点
領域4　処遇
16 世間的に見劣りしない給料がもらえる。 5 4 3 2 1
17 働きに見合った給料がもらえる。 5 4 3 2 1
18 地位に合った報酬を得ている。 5 4 3 2 1
19 給料の決め方は、公平である。 5 4 3 2 1
20 この会社の経営は、うまくいっている。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域4合計　　点÷５＝　　点
領域5　社会とのつながり
21 自分の仕事は、よりよい社会を築くのに役立っている。 5 4 3 2 1
22 自分の仕事が、社会と繋がっていることを実感できる。 5 4 3 2 1
23 自分の仕事は、世間から高い評価を得ている。 5 4 3 2 1
24 自分の仕事に関連することが、新聞やテレビによくでる。 5 4 3 2 1
25 今の職場やこの仕事にかかわる一員であることに、誇りに思っている。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域5合計　　点÷５＝　　点
領域6　休暇・福利厚生
26 この職場には、世間よりも長い夏期休暇や年次休暇がある。 5 4 3 2 1
27 この職場では、産休、育児休暇、介護休暇がとりやすい。 5 4 3 2 1
28 この職場では、年次有給休暇を取りやすい制度や雰囲気がある。 5 4 3 2 1
29 この職場には、心や身体の健康相談にのってくれる専門スタッフがいる。 5 4 3 2 1
30 心や身体の健康相談のために、社外の医療機関などを気軽に利用できる。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。 領域６ 合計　　点÷５＝　　点
領域7　労働負荷
31 仕事はいつも時間内に処理できる。 5 4 3 2 1
32 全体として仕事の量と質は、適当だと思う。 5 4 3 2 1
33 残業、休日、休暇を含めていまの労働は適当だと思う。 5 4 3 2 1
34 翌日までに仕事の疲れを残すことはない。 5 4 3 2 1
35 家に仕事を持ち帰ったことはめったにない。 5 4 3 2 1
○を付けた点数を合計し、合計点を５で割り小数点第１位まで記入してください。領域7合計　　点÷５＝　　点

領域１～領域７の合計点を合計した数を35で割り小数点第１位まで記入してください。総合計点÷35＝　　　点
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働
き
や
す
さ
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
す
が
、特
に
、

上
司
と
部
下
の
関
係
は
、
評
価
者
と
被
評
価
者
で
あ
る

た
め
、
能
力
の
発
揮
と
成
長
、
組
織
へ
の
帰
属
意
識
の

醸
成
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、組
織
運
営
上
、も
っ

と
も
重
視
す
べ
き
要
素
で
す
。
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
良
好
な
関
係
、
互
い
に
支
援
・
協
力

し
あ
う
関
係
が
大
切
で
す
。

「
③
仕
事
の
裁
量
性
」
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
自

分
の
や
り
方
と
責
任
で
仕
事
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て

で
す
。
こ
の
視
点
は
、
高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
、
処
遇

と
は
異
な
る
面
で
、
自
分
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う

働
き
が
い
と
い
う
点
か
ら
も
重
要
で
す
。
従
業
員
と
し

て
は
、
自
分
に
一
定
の
裁
量
と
責
任
が
付
与
さ
れ
、
自

ら
の
独
自
性
や
創
造
性
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
よ
う
な
仕
事
が
で
き
れ
ば
、
大
い
に

や
り
が
い
や
満
足
感
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

「
④
処
遇
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
給
料
の
決
め
方
は
公

平
で
あ
る
か
」
で
す
。
こ
の
視
点
は
、
高
齢
労
働
者
に

と
っ
て
、「
再
雇
用
」
な
ど
の
形
で
継
続
し
て
働
い
て

い
て
も
、
再
雇
用
の
前
と
ほ
ぼ
同
じ
量
・
内
容
の
業
務

で
賃
金
が
下
が
っ
て
し
ま
え
ば
、
不
満
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
た
め
、と
て
も
重
要
で
す
。
賃
金
に
関
し
て
は
、

制
度
運
用
面
に
お
け
る
総
額
賃
金
コ
ス
ト
や
賃
金
水
準

の
適
正
性
、
個
別
社
員
間
差
異
の
公
正
性
、
評
価
の
妥

当
性
な
ど
に
加
え
、
制
度
設
計
に
お
け
る
賃
金
構
成
、

賃
金
体
系
、
賃
金
形
態
な
ど
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
り

層
に
よ
っ
て
取
得
し
や
す
さ
が
異
な
り
、
取
得
率
に
大

き
な
差
異
が
あ
り
ま
す
。

「
⑦
労
働
負
荷
」
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
残
業
、

休
日
、休
暇
を
含
め
て
今
の
労
働
は
適
当
だ
と
思
う
か
」

に
つ
い
て
で
す
。
高
齢
労
働
者
に
と
っ
て
は
、「
休
暇
・

福
利
厚
生
」
と
同
様
に
、
心
身
疲
労
に
直
接
つ
な
が
る

過
度
な
労
働
負
荷
は
抑
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
恒
常

的
な
長
時
間
労
働
は
、結
果
と
し
て
従
業
員
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
疲

労
や
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
と
、
業
務
上
の
ミ
ス
や
業

務
品
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
労
働
災
害
や
過

労
死
と
い
う
重
大
な
問
題
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

最
後
に
、「
快
適
職
場
調
査
（
ソ
フ
ト
面
）」
を
用
い

た
研
究
結
果
の
な
か
か
ら
、「
高
齢
労
働
者
に
お
け
る

職
場
の
快
適
度
の
低
い
項
目
の
把
握
と
そ
れ
ら
へ
の
対

策
事
例
」、「
若
年
労
働
者
と
高
齢
労
働
者
と
の
間
に
お

け
る
意
識
差
が
あ
っ
た
事
例
」、「
快
適
な
職
場
形
成
の

た
め
の
取
組
み
事
例
」
の
３
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
１
】
医
療
保
険
業
・
Ａ
社

医
療
と
密
接
な
業
種
で
も
あ
り
、全
体
的
に
「
①
キ
ャ

リ
ア
形
成
・
人
材
育
成
」、「
②
人
間
関
係
」、「
⑤
社
会

と
の
つ
な
が
り
」
の
快
適
感
は
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
50
代
・
60
代
で
は
、「
④
処
遇
」、

「
⑦
労
働
負
荷
（
翌
日
ま
で
に
仕
事
の
疲
れ
を
残
す
こ
と

は
な
い
）」
の
得
点
が
低
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

ま
す
。
さ
ら
に
、
賃
金
額
の
決
定
に
お
い
て
は
、
社
員

の
生
計
費
、
会
社
の
業
績
・
生
産
性
に
基
づ
く
支
払
い

能
力
、
労
働
力
の
需
給
関
係
、
労
使
間
の
交
渉
、
従
業

員
の
満
足
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
世
間
相
場
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
賃
金
構
成
や
賃
金
体
系
の
設
計
の
際
、
何

を
重
視
し
て
経
営
し
て
い
る
の
か
と
い
う
企
業
経
営
の

根
幹
と
な
る
考
え
方
が
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

「
⑤
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
今
の
職
場
や
こ
の
仕
事
に
か
か
わ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
視
点
は
、
高

齢
労
働
者
に
と
っ
て
、「
仕
事
の
裁
量
性
」
と
同
様
に
、

社
会
に
役
立
つ
働
き
方
を
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
重

要
で
す
。
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
観
点
か

ら
、
企
業
は
社
会
の
公
器
と
し
て
大
き
な
役
割
を
に

な
っ
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
企
業
組
織
に
所
属
す
る
一

人
ひ
と
り
の
従
業
員
も
ま
た
、
自
ら
の
仕
事
に
社
会
的

意
義
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
有
無
が
労
働
者
の

満
足
感
や
充
実
感
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
⑥
休
暇
・
福
利
厚
生
」
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
こ

の
職
場
で
は
年
次
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
制
度
や
雰

囲
気
が
あ
る
か
」
で
す
。
高
齢
労
働
者
の
場
合
、
病
気

や
け
が
、
体
調
不
良
な
ど
で
休
む
機
会
が
増
え
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
休
暇
の
と
り
や
す
さ
は
重
要
で
す
。
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
職
場
、
階
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職場づくり働ける

給
与
な
ど
の
処
遇
に
関
し
て
は
、
職
種
に
よ
っ
て
は

年
齢
給
の
定
期
上
げ
幅
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、60
代
以
上
の
不
満
が
大
き
い
点
か
ら
も
、

高
齢
者
雇
用
の
給
与
体
系
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
担

当
者
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
、
経
営
方

針
と
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
幅
広
い
視
野
で

み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
仕
事
の
疲
れ
を
翌
日
に
残
す
」
な
ど
の
労

働
負
荷
の
高
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
加

齢
に
と
も
な
う
心
身
の
負
担
に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
ま

し
た
。
後
日
、調
査
結
果
を
も
と
に
外
部
の
専
門
家
が
、

職
場
訪
問
を
し
た
際
に
、
従
業
員
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
助
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
外
部
の
専
門
家
に
職
場

の
状
況
や
悩
み
を
語
る
な
か
で
、従
業
員
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
考
え
方
を
整
理
し
、「
外
部
か
ら
と
ら
え
る
と

そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
と
気
づ
き
が
生
ま
れ
、
自
身

が
取
り
組
む
べ
き
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

【
事
例
２
】
製
造
業
・
Ｂ
社

管
理
監
督
者
と
60
代
の
従
業
員
の
意
識
差
と
い
う
点

で
は
、「
①
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
人
材
育
成
」、「
②
人
間

関
係
」、「
③
仕
事
の
裁
量
性
」、「
④
処
遇
」、「
⑥
休
暇
・

福
利
厚
生
」
の
項
目
が
、
管
理
監
督
者
よ
り
も
60
代
従

業
員
の
方
が
快
適
感
が
低
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、
給
与
な
ど
の
「
④
処
遇
」
に
お
い
て
は
差
が
大
き

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
が

推
奨
す
る
危
険
予
知
訓
練
（
K
Y
T
）
の
「
4
ラ
ウ
ン

ド
方
式
（
1
ラ
ウ
ン
ド
：
現
状
把
握
、
2
ラ
ウ
ン
ド
：

本
質
追
求
、
３
ラ
ウ
ン
ド
：
対
策
樹
立
、
４
ラ
ウ
ン
ド
：

目
標
設
定
）」
に
沿
っ
て
、
各
職
場
で
討
議
・
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
検
討
会
を
行
っ
た
こ
と
で
、
み
ん

な
で
話
し
合
う
機
会
が
で
き
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
よ
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
監
督
者
も

従
来
は
自
分
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
60
代

の
従
業
員
を
含
む
部
下
の
仕
事
ぶ
り
に
も
気
を
配
る
必

要
が
あ
る
こ
と
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
高
齢

労
働
者
の
給
与
な
ど
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
60
代
従
業

員
の
不
満
を
理
解
し
た
う
え
で
、
経
営
者
に
と
っ
て
の

今
後
の
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
ま
し
た
。

【
事
例
３
】
保
守
管
理
業
・
Ｃ
社

管
理
監
督
者
と
40
代
・
50
代
の
従
業
員
に
お
い
て
は
、

「
③
仕
事
の
裁
量
性
」、「
④
処
遇
」
の
項
目
が
、
管
理

監
督
者
よ
り
も
40
代
・
50
代
の
従
業
員
の
方
が
満
足
し

て
い
る
と
い
う
認
識
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

管
理
監
督
者
は
30
代
後
半
か
ら
40
代
前
半
が
多
い
職

場
で
す
。
そ
の
た
め
、
40
代
・
50
代
と
い
っ
た
年
上
の

部
下
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。調
査
結
果
で
は
、

40
代
・
50
代
の
従
業
員
が
、
仕
事
の
進
め
方
に
関
し
て

自
由
度
が
あ
り
、
給
与
な
ど
の
処
遇
に
満
足
し
て
い
る

こ
と
で
、
一
端
だ
け
を
見
る
と
よ
い
職
場
と
と
ら
え
が

ち
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、年
下
の
管
理
監
督
者
に
と
っ

て
は
、
負
担
や
そ
れ
ら
に
関
す
る
不
満
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
社
は
ま
だ
設
立
7

年
と
社
歴
が
短
い
こ
と
も
あ
り
、
若
い
管
理
監
督
者
を

含
め
、
社
員
の
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
現
実
と
し

て
存
在
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今

後
新
た
に
作
成
し
て
社
員
に
提
示
し
て
い
く
こ
と
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
職
場
で
も
ぜ
ひ
「
快
適
職
場
調
査
（
ソ

フ
ト
面
）」
を
活
用
し
て
、
高
齢
労
働
者
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
改
善
活
動
を
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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ンスが上がらない状態

ケーススタディ

安
全

健
康

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

高
齢
労
働
者
が
安
全
・
健
康
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
や
業
務
上
疾
病

な
ど
の
事
例
を
も
と
に
専
門
家
が
解
説
。
今
回
は
、
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
の

岡
浩
一
朗
教
授
に
、「
座
り
す
ぎ
」の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に

経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
に
よ
る
国
民
の

労
働
時
間
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
一
人

あ
た
り
平
均
年
間
総
実
労
働
時
間
は
、
こ
こ
40
年
間
で

徐
々
に
減
っ
て
き
て
お
り
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
で

は
年
間
２
０
３
１
時
間
で
し
た
が
、
２
０
１
５
年
に
は

年
間
１
７
１
９
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
週
休

二
日
制
の
普
及
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
の
減
少
や
非
正

ム
、
重
度
の
腰
痛
や
首
・
肩
痛
、
う
つ
病
な
ど
）
を
誘

発
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
性
や
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ

ジ
メ
ン
ト
※1
の
低
下
、
ア
ブ
セ
ン
テ
ィ
ズ
ム
※2
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ィ
ズ
ム
※3
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
点
は

大
き
な
問
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
長
時
間
労
働
の
問
題
に
加
え
、
今
日
の
技
術

革
新
に
と
も
な
う
仕
事
内
容
の
急
速
な
機
械
化
・
自
動

化
と
相
ま
っ
て
、
労
働
者
に
お
け
る
長
時
間
の
座
位
行

動
（
座
り
す
ぎ
）
が
も
た
ら
す
健
康
リ
ス
ク
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
い
か
に
し
て
就
業
中
の
座
位
行
動
に
費

や
す
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
公
衆
衛
生
上

の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
長
時
間

の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
会
議
な
ど
に
よ
り
、
労
働
者
（
特

に
デ
ス
ク
ワ
ー
カ
ー
）
が
ど
の
く
ら
い
座
り
す
ぎ
て
い

規
労
働
者
の
増
加
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
平
日
一
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
在
社
中
の
残
業
時
間
は

約
90
分
と
、ほ
か
の
先
進
諸
国
に
比
べ
て
非
常
に
長
く
、

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
約
3
倍
に
も
お
よ
び
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
週
あ
た
り
60
時
間
以
上
働
く

よ
う
な
長
時
間
労
働
者
が
減
少
し
な
い
一
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
労
働
者
に
疲
労
の
蓄
積
や
睡

眠
・
休
養
不
足
、
血
管
病
変
の
加
速
を
も
た
ら
し
、
重

大
な
健
康
障
害（
例
え
ば
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授
　
岡

浩
一
朗

第
22
回

高
齢
労
働
者
と
〝
座
り
す
ぎ
〞
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職場づくり働ける

る
の
か
、
そ
れ
ら
座
り
す
ぎ
は
労
働
者
の
健
康
や
労
働

に
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
知

り
、
労
働
者
の
座
り
す
ぎ
を
減
ら
す
効
果
的
な
取
組
み

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、
現
在
、
国
を
あ
げ
て
進
め

て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
や
「
健
康
経
営
」
と
い
っ
た

取
組
み
を
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

筆
者
を
含
む
グ
ル
ー
プ
で
は
、
40
～
64
歳
（
平
均
年

齢
50
歳
）
の
中
高
年
労
働
者
3
4
5
人
（
男
性
55
％
、

女
性
45
％
）
を
対
象
に
、
就
業
日
（
就
業
時
間
内
・
外
）

お
よ
び
休
日
に
お
け
る
座
位
行
動
の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
、
仕
事
形
態
別
（
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、
立
ち
仕
事
、
歩

き
回
る
仕
事
、
力
仕
事
）
に
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
⑴
。

調
査
は
、
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
製
の
「
活
動
量

計
」
を
用
い
て
１
週
間
に
わ
た
っ
て
行
い
、
睡
眠
や
入

浴
な
ど
を
除
き
、
１
日
約
15
時
間
装
着
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
表
し
た
も
の
が
図
表
１
で
す
。

勤
務
日
に
お
け
る
座
っ
て
い
る
時
間
の
割
合
を
仕
事

形
態
別
に
み
る
と
、
立
ち
仕
事
で
は
41
％
、
歩
き
回
る

仕
事
で
は
46
％
、
力
仕
事
で
は
37
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
は
63
％
と
か
な
り
高
い
値
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
勤
務
日
の
勤
務
時
間
内
に
か

ぎ
っ
て
み
る
と
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
は
勤
務
時
間
中
の

日
本
人
労
働
者
の
﹁
座
り
す
ぎ
﹂
の
実
態
と
は

約
７
割
は
座
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
か
の
仕
事
形

態
に
比
べ
、
１
・
７
～
２
・
６
倍
の
時
間
を
座
っ
て
過

ご
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
は
、
就
業
時
間
中
の
23
％

は
30
分
以
上
座
り
続
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
し
た
（
立
ち
仕
事
・
歩
き
回
る
仕
事
９
％
、
力

仕
事
７
％
）。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
日
本
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

に
従
事
す
る
中
高
年
労
働
者
の
約
７
割
が
、
就
業
時
間

の
７
割
近
く
を
座
っ
て
過
ご
し
て
お
り
、
か
つ
長
時
間

連
続
し
て
座
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
40
～
64
歳
の
中
高
年
労
働
者
4
3
0
人
を

対
象
に
、
座
位
行
動
に
よ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
発
症
へ
の
影
響
に
つ
い
て
調
べ
た
研
究
で

は
、
30
分
以
上
連
続
し
た
長
時
間
の
座
位
行
動
が
多
い

場
合
、
３
年
後
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発

症
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
⑵
。

ま
た
、
50
～
74
歳
の
中
高
年
労
働
者
３
万
６
５
１
７

人
を
対
象
に
、
就
業
中
の
座
位
行
動
と
総
死
亡
リ
ス
ク

の
関
連
に
つ
い
て
10
年
間
に
わ
た
っ
て
追
跡
し
た
研
究

で
は
、第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
男
性
労
働
者
の
場
合
、

就
業
中
の
座
位
行
動
が
３
時
間
以
上
の
人
は
、
１
時
間

未
満
の
人
と
比
べ
て
総
死
亡
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
⑶
。

さ
ら
に
、
日
本
の
40
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
１
６
８

０
人
を
16
年
間
追
跡
調
査
し
た
研
究
で
も
、
就
業
中
の

座
位
行
動
の
長
さ
が
、
総
死
亡
リ
ス
ク
に
有
意
に
影
響

仕
事
に
お
け
る
座
り
す
ぎ
の
健
康
影
響

お
よ
び
労
働
影
響

図表1　仕事形態による総座位時間の差異

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（％装着時間）

勤務日 勤務内 勤務外 休日

63.2

40.6
45.5

36.8

68.5

34.6
40.0

26.5

54.0
49.8 52.5

56.5 59.8 56.3 58.2 60.3

デスクワーク 立ち仕事 歩き回る仕事 力仕事

出典： Kurita et al., 2019 より作成
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※ 4　オッズ比……ある事象の起こりやすさを二つの群で比較して示す指標

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
⑷
。

こ
う
し
た
座
り
す
ぎ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、最
先
端
の
研
究
に
よ
る
と
、

座
り
す
ぎ
に
よ
る
身
体
活
動
（
特
に
下
肢
）
の
低
下
に

よ
り
、
血
流
の
低
下
や
血
圧
の
上
昇
、
血
液
中
の
中
性

脂
肪
の
増
加
な
ど
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
ま

る
ほ
か
、
腰
や
肩
へ
の
負
荷
に
よ
り
腰
痛
や
肩
こ
り
が

起
こ
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
動
く
の
が
億お

っ

劫く
う

と
な
り
、

筋
力
や
体
力
、
血
管
機
能
な
ど
が
低
下
し
、
老
化
が
加

速
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
新
の
研
究
で
は
、
仕
事
の
生
産
性
や
ワ
ー

ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
興
味

深
い
知
見
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
⑸
。

20
～
59
歳
の
労
働
者
２
５
７
２
人
の
デ
ー
タ
を
横
断

的
に
分
析
し
た
結
果
、
20
～
30
歳
代
の
場
合
、
就
業
中

の
座
位
時
間
割
合
が
多
い
労
働
者
は
、
少
な
い
労
働
者

に
比
べ
て
、「
こ
こ
最
近
の
生
産
性
（
仕
事
の
効
率
）

が
低
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
1
・
38
倍
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
40
～
50
歳
代
に
目
を
向
け
る
と
、

座
位
行
動
が
多
い
労
働
者
の
場
合
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ

イ
ジ
メ
ン
ト
、
特
に
「
活
力
（
仕
事
か
ら
活
力
を
得
て

活
き
活
き
し
て
い
る
）」
が
低
い
労
働
者
が
１
・
43
倍
、

熱
意
（
仕
事
に
誇
り
や
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
）
が

低
い
労
働
者
が
１
・
61
倍
、「
没
頭
（
仕
事
に
熱
心
に

座
り
す
ぎ
に
よ
る
健
康
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｂ
ｕ
ｃ
ｋ
ｌ

ｅ
ｙ
ら
⑹
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
カ
ー
の
座
り
す
ぎ
に
警
鐘

職
場
に
お
け
る
座
り
す
ぎ
対
策

取
り
組
ん
で
い
る
）」
が
低
い
労
働
者
が
１
・
39
倍
多

く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
２
）。

こ
の
よ
う
に
「
座
り
す
ぎ
」
は
、
健
康
へ
の
影
響
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
の
生
産
性
や
活
力
に
も
影
響
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図表2　就業中の座位行動と生産性およびワーク･エンゲイジメントの関連

0.5

1.0

1.5

2.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.5

1.0

1.5

2.0

活力

最高 最低 最高 最低

熱意 没頭 活力 熱意 没頭

1.0

1.0 0.89
　　（0.67-1.17）

1.38
（1.05-1.81）

0.98
　　（0.74-1.29）

1.03
（0.79-1.33）1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

1.39
（1.07-1.81）

1.61
（1.23-2.11）

1.43
（1.09-1.86）

1.08
（0.82-1.42）

1.30
（0.99-1.70）1.20

（0.91-1.57）

＜20～30歳代＞

オ
ッ
ズ
比

オ
ッ
ズ
比

座位時間割合低群
上段：生産性 (仕事の効率)、下段：ワーク･エンゲイジメント

※4

※4

座位時間割合高群

＜40～50歳代＞

出典：Ishii et al., 2018 より作成



にで健康安全

職場づくり働ける

※ 5　スタンディングデスク……立ったままデスクワークが可能な机

を
鳴
ら
し
、
世
界
各
国
の
こ
の
研
究
分
野
の
専
門
家
ら

の
議
論
を
ふ
ま
え
、「
座
り
す
ぎ
是
正
対
策
に
関
す
る

国
際
合
意
声
明
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
就
業
時
間
中
に
少
な
く
と
も
合
計
2

時
間
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
と
も
な
う
座
位
行
動
を
減
ら

し
、
低
強
度
の
活
動
（
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
、
軽

く
歩
い
た
り
す
る
な
ど
）
を
行
い
、
理
想
と
し
て
は
そ

れ
を
4
時
間
ま
で
拡
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
※5
な
ど
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
な
ど
を
奨
励
し
て
お
り
、
労
働
者
の
座
り

す
ぎ
を
減
ら
す
有
効
な
対
策
を
考
え
て
い
く
う
え
で
の

画
期
的
な
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
な
ど
を

オ
フ
ィ
ス
に
導
入
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
職
場
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
仕
事
時
間
中
に

座
り
す
ぎ
な
い
こ
と
を
意
識
し
、
で
き
れ
ば
30
分
の
う

ち
の
3
分
程
度
、
少
な
く
と
も
1
時
間
の
う
ち
の
5
分

程
度
は
、
座
り
っ
ぱ
な
し
の
状
態
を
や
め
、
少
し
で
も

身
体
を
動
か
す
よ
う
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
職
場
で
手
軽
に
で
き
る
体
操
を
紹
介
し
ま

す
。
図
表
３
は
「
ふ
く
ら
は
ぎ
」
を
刺
激
す
る
体
操
で

す
。か
か
と
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
す
る
だ
け
で
す
が
、

筋
肉
の
ポ
ン
プ
が
働
き
足
の
血
流
が
改
善
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
動
か
す
こ
と
で
、
筋
肉
を
効
果
的
に
刺
激
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
表
４
は
「
太
も
も
」
を
刺
激
す
る
体
操
で
す
。
太

も
も
前
部
の
大だ

い

腿た
い

四し

頭と
う

筋き
ん

を
鍛
え
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
体
操

で
、
血
流
も
代
謝
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
体
操
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
座
り
す
ぎ
と

な
ら
な
い
職
場
環
境
、
作
業
環
境
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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図表3　「ふくらはぎ」を刺激する体操

①座ったまま足をそろえ、手は太ももの上に
②つま先に体重をかけながら、かかとをゆっくり上げる
③かかとをゆっくり床に下ろす。これを５回以上くり返す

図表4　「太もも」を刺激する体操

① 片方の足を膝を伸ばした状態でゆっくり持ち上げる。膝が伸びたときに
つま先が上を向いていると効果的

②ゆっくり足を下ろす。左右交互に５回以上くり返す
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※　バイスプレジデント……法人の代表（プレジデント）を補佐または代理する役員の名称

ケーススタディ

安
全

健
康

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

高
齢
労
働
者
が
安
全
・
健
康
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
労
働
災
害
や
業
務

上
疾
病
な
ど
の
事
例
を
も
と
に
専
門
家
が
解
説
。
今
回
は
、
東
内
一
明
先
生
に
、
高

齢
労
働
者
の
職
場
環
境
改
善
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
場
環
境
改
善
費
用
は
コ
ス
ト
で
な
く
投
資

い
ま
か
ら
20
年
余
も
昔
、
私
が
ま
だ
現
役
の
労
働
基

準
監
督
官
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
衛
生
状

況
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
り
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
代
表

す
る
、
と
あ
る
企
業
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
社
の
建
物
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
鬱う

っ

蒼そ
う

と
茂
っ
た

広
大
な
森
の
な
か
に
あ
り
、
何
と
な
く
大
学
の
よ
う
な

た
た
ず
ま
い
で
、
応
接
を
し
て
い
た
だ
い
た
安
全
衛
生

て
い
る
」
と
私
を
非
難
し
、「
コ
ス
ト
で
あ
る
な
ら
、

当
社
の
株
主
は
支
出
す
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
だ
ろ

う
。
リ
タ
ー
ン
の
あ
る
投
資
だ
か
ら
許
さ
れ
て
お
り
、

来
年
度
は
も
っ
と
多
く
の
リ
タ
ー
ン
を
求
め
て
増
額
す

る
予
定
だ
。
株
主
も
そ
れ
を
よ
し
と
す
る
だ
ろ
う
」
と

胸
を
張
り
ま
し
た
。

私
は
恥
じ
入
り
、少
し
頭
を
下
げ
ま
し
た
。
同
時
に
、

自
信
た
っ
ぷ
り
に
予
算
を
公
表
し
、
当
時
日
本
で
は
聞

い
た
こ
と
の
な
い
株
主
の
意
向
を
理
由
と
す
る
説
明

に
、
と
て
も
新
鮮
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
い
ま
日
本
は
、
比
類
な
い
速
さ
で
高
齢

化
が
進
み
、
現
在
で
も
、
高
齢
者
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
、
職
場
は
到
底
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
将
来
ま
す
ま
す

そ
の
傾
向
は
高
ま
り
ま
す
。
高
齢
者
の
た
め
に
職
場
を

改
善
す
る
こ
と
は
、
企
業
活
動
の
維
持
・
発
展
と
い
う

を
担
当
す
る
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
※
も
、
医
学
部
出

身
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

彼
は
、知
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、「
当
社
は
、

売
り
上
げ
の
30
％
を
研
究
費
用
に
回
し
て
、
未
来
へ
の

投
資
を
続
け
て
い
る
革
新
的
な
企
業
で
あ
る
」
と
自
慢

す
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
当
時
若
く
て
生
意
気
だ
っ
た

私
は
、「
な
ら
ば
、
安
全
衛
生
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
ど

の
く
ら
い
か
」
と
、
意
地
悪
く
質
問
し
ま
し
た
。
す
る

と
彼
は
、
少
し
頬
を
紅
潮
さ
せ
て
、「
安
全
衛
生
の
費

用
は
コ
ス
ト
で
は
な
い
、
投
資
だ
、
あ
な
た
は
間
違
っ

一
般
社
団
法
人
労
務
安
全
監
査
セ
ン
タ
ー
　
東ひ

が
し

内う
ち

一か
ず

明あ
き

最
終
回

高
齢
労
働
者
の
職
場
環
境
改
善

―
改
善
費
用
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
投
資
―
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職場づくり働ける

貴
重
な
リ
タ
ー
ン
を
得
る
た
め
の
、
必
要
不
可
欠
な
投

資
そ
の
も
の
で
す
。

（
１
）
通
路
、
作
業
床
、
物
置
き
場
の
分
離
と
表
示

高
齢
者
は
簡
単
に
転
倒
し
ま
す
。
転
倒
す
る
と
骨
折

し
て
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
余
病
を
併
発
し
て
死
亡

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
原
因
は
、
単
純

に
、
床
の
不
具
合
で
す
。

職
場
の
床
は
、
通
路
、
作
業
床
、
物
置
き
場
の
三
つ

ま
ず
は
転
倒
の
防
止
を

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
の
は
、

作
業
者
の
行
動
と
注
意
の
払
い
方
に
、
大
き
な
違
い
が

あ
る
か
ら
で
す
。

通
路
は
、
歩
行
に
は
ま
っ
た
く
安
全
で
あ
る
と
保
障

さ
れ
た
場
所
。
作
業
床
は
、
作
業
者
が
各
種
の
機
械
設

備
な
ど
に
囲
ま
れ
、
作
業
に
意
識
を
集
中
す
る
場
所
。

物
置
き
場
は
、
材
料
や
道
具
な
ど
を
置
い
て
あ
る
場
所

で
、
そ
れ
を
出
し
入
れ
す
る
以
外
は
、
作
業
者
の
意
識

に
の
ぼ
ら
な
い
場
所
で
す
。

転
倒
防
止
対
策
の
第
一
歩
は
、
作
業
者
に
、
こ
の
三
つ

の
場
所
が
明
確
に
区
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

図
１
は
、
通
路
、
作
業
床
、
物
置
き
場
を
色
分
け
し

た
線
で
区
別
し
た
例
で
す
。こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
と
、

置
い
た
も
の
の
角
に
足
を
ひ
っ
か
け
て
つ
ま
ず
く
と

い
っ
た
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。

（
２
）
床
の
つ
ま
ず
き
・
滑
り
の
防
止

普
通
に
歩
い
て
い
る
と
き
、
足
は
床
か
ら
1
㎝
も
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
高
齢
者
と
な
る
と
、
ほ
と
ん

ど
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
だ
か

ら
、
自
宅
の
よ
う
な
慣
れ
た
場
所
で
も
、
１
㎜
や
2
㎜

程
度
の
畳
の
ヘ
リ
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
て
し
ま
い
ま
す
。

職
場
で
作
業
を
し
て
い
る
と
き
、
床
の
凸で

こ

凹ぼ
こ

に
気
を

遣
っ
て
い
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ほ
ん
の

少
し
の
床
の
凸
凹
で
も
、
つ
ま
ず
き
転
倒
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
職
場
で
の
床
材
の
剥は

が
れ
・
め
く
れ
は
、
た

だ
ち
に
修
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
修

理
で
き
る
ま
で
は
、
目
立
つ
よ
う
に
注
意
喚
起
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
床
に
は
凸
凹
が
多
数
あ
り
ま
す
。
特

に
一
般
的
な
の
は
、
ド
ア
の
下
の
敷
居
と
し
て
5
㎜
か

ら
1
㎝
程
の
突
起
が
あ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
敷
居
の
部
分
で
転
倒
す
る
の
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

事
故
で
す
。「
段
差
注
意
」、「
止
ま
れ
」
な
ど
の
標
示

で
危
険
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
図
２
）。

（
３
）
履
物
の
脱
着
場

履
物
の
脱
着
は
、
片
足
立
ち
に
な
っ
た
り
、
腰
を
か

図１　色分け線などで区画化された通路・作業床・物置き場

図２　凸凹部分の危険表示・注意喚起例



2019.4

が
め
た
り
す
る
よ
う
な
、
高
齢
者
に
は
苦
し
い
姿
勢
の

た
め
、
よ
く
転
倒
し
ま
す
。
防
止
策
は
手
す
り
を
設
置

し
、
安
全
に
靴
の
脱
着
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
玄
関
だ
け
で
は
な
く
、
靴
の
履
き
替
え
が
必
要
と

な
る
ト
イ
レ
な
ど
に
も
設
置
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
４
）
踏
み
台

機
械
な
ど
を
使
用
す
る
際
に
使
う
道
具
と
し
て
「
踏

み
台
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
踏
み
台
も
見
方
を
変

え
れ
ば
床
の
凸
凹
で
す
か
ら
、
と
て
も
危
険
で
す
。
転

倒
す
れ
ば
墜
落
の
よ
う
な
衝
撃
が
加
わ
り
、
死
亡
災
害

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
踏
み
台
に
お
け

高
齢
者
に
と
っ
て
、
中
腰
や
前
か
が
み
の
作
業
姿
勢

は
、
腰
痛
の
最
大
の
原
因
で
す
。
ま
た
、
普
段
の
姿
勢

以
上
に
疲
れ
を
誘
発
し
や
す
く
、
転
倒
の
大
き
な
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
腰
や
前
か
が

み
の
姿
勢
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
作
業
台
の
高
さ
を
作

業
者
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
法
は

二
つ
。
作
業
台
の
高
さ
を
調
節
す
る
か
、
床
自
体
の
高

さ
を
上
げ
下
げ
す
る
か
で
す
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
流
れ
作
業
な
ど
で
、
作
業
台

不
自
然
な
作
業
姿
勢
を
な
く
す
た
め
の
改
善

る
転
倒
防
止
策
は
と
て
も
簡
単
で
、
こ
れ
も
手
す
り
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
す
べ
て
の
踏
み
台
に
手
す

り
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
（
図
３
）。

（
５
）
階
段

階
段
は
危
険
な
踏
み
台
を
幾
層
に
も
積
み
重
ね
た
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
人
が
、
階
段
で
転
倒
・

転
落
し
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。
図
４
は
、
転
倒
防
止
用

の
手
す
り
が
両
側
に
つ
き
、
真
ん
中
に
も
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、矢
印
で
昇
降
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

衝
突
防
止
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
階
段
に
は
、
こ
の
よ

う
な
措
置
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

図３　踏み台への手すりの設置例

図４　階段への手すりの設置例

図５　負担の少ない作業姿勢のために作業床を掘り下げた例



にで健康安全

職場づくり働ける

そ
の
も
の
の
高
さ
を
調
節
で
き
な
い
場
合
は
、
床
の
高

さ
を
調
節
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
図
５
は
、
床
を

掘
っ
て
、
作
業
台
の
高
さ
を
作
業
者
に
と
っ
て
適
切
な

高
さ
に
改
善
し
た
例
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
重
量
物
を
持
ち
上
げ
、
か
つ
保

持
す
る
よ
う
な
作
業
は
、
非
常
に
た
い
へ
ん
で
す
。
図

６
は
、
一
斗
缶
を
持
ち
上
げ
て
内
容
物
を
別
の
容
器
に

注
ぐ
作
業
を
な
く
す
た
め
に
、
一
斗
缶
の
専
用
置
台
を

作
成
し
、
一
斗
缶
に
は
、
別
途
購
入
し
た
コ
ッ
ク
を
取

り
つ
け
、
コ
ッ
ク
の
下
に
容
器
を
据
え
て
注
げ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

重
量
物
の
持
ち
上
げ
・
保
持
作
業
の
改
善

図
７
は
、
生
産
の
最
終
場
面
で
製
品
を
梱
包
し
、
出

荷
す
る
際
、
従
来
は
手
作
業
で
積
み
込
ん
で
い
た
も
の

を
、
ク
レ
ー
ン
で
積
み
込
む
こ
と
に
し
た
例
で
す
。

こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
改
善
策
は
、
一
般
的
で
、
か
つ

比
較
的
安
価
に
実
行
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
な
り
の
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
最

後
に
ご
紹
介
し
た
機
械
化
に
よ
る
製
品
の
積
込
み
作
業

に
は
、
高
額
の
費
用
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
企
業
の
担
当
者
は
、

よ
り
望
ま
し
い
未
来
へ
の
投
資

作
業
自
体
が
大
幅
に
効
率
化
し
、
生
産
性
が
大
き
く
向

上
し
て
お
り
、
元
は
十
分
に
取
れ
て
い
る
と
話
し
て
い

ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
１
０
０
年
前
に
始
ま
っ

た
安
全
第
一
の
運
動
も
そ
う
で
し
た
。
安
全
第
一
の
運

動
の
推
進
の
た
め
に
投
じ
ら
れ
た
人
々
の
時
間
と
知
恵

と
費
用
が
、
圧
倒
的
に
安
全
な
職
場
と
生
産
性
の
向
上

を
実
現
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
実
利
主
義
の
ア
メ
リ

カ
で
、
大
い
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
日
本

に
も
伝
わ
り
、
私
が
こ
の
仕
事
を
始
め
る
べ
く
旧
労
働

省
に
入
省
し
た
半
世
紀
前
と
比
べ
て
も
、
安
全
性
と
生

産
性
の
向
上
は
実
に
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
道
に
誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
私
が
視
察

し
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
よ

う
に
、
私
も
い
さ
さ
か
頬
を
紅
潮
さ
せ
て
、
次
の
よ
う

に
、
主
張
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
高
齢
者
の
た
め
の
環
境
改
善
は
、
よ
り
望
ま
し
い

未
来
へ
の
投
資
」
で
す
。

図７　クレーンによる積み込み作業例

図６　一斗缶の専用置台の設置例

〈
資
料
提
供
〉
図
１
〜
４
・
７
…
…
株
式
会
社
不
二
家

図
５
・
６
…
…
山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

※
イ
ラ
ス
ト
は
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
を
元
に
編
集
部

で
作
成
し
た
も
の
で
す
。

ひ
が
し
う
ち
・
か
ず
あ
き

一
般
社
団
法
人
労
務
安
全
監
査
セ
ン
タ
ー
代
表
。
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

旧
労
働
省
入
省
、
熊
本
・
茨
城
労
基
局
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、
一
般
社
団

法
人
労
務
安
全
監
査
セ
ン
タ
ー
の
代
表
、
大
手
製
造
業
な
ど
の
顧
問
を
務
め

る
。『
働
く
高
齢
者
の
安
全
・
健
康
管
理
』（
労
働
新
聞
社
）
な
ど
著
書
多
数
。
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